
「汚泥肥料中に含まれる放射性セシウムの取扱いについて」（平成 23 年６月 24日付け 23 消安第 1893 号消費・安全局長通知）一部改正新旧対照表

（下線部分は改正部分）

改正後 改正前

汚泥肥料等中に含まれる放射性セシウムの取扱いについて 

１～３ （略） 

４ 汚泥肥料等については、下水汚泥等の一部がその原料として利用さ

れている実態があることから、放射性物質が含まれる下水汚泥等を肥

料原料として利用する際には、適切な管理措置を講ずる必要がある。 

５ （略） 

別添 

１ 定義 

（１）汚泥肥料等とは、肥料の品質の確保等に関する法律に基づく普通

肥料の公定規格を定める等の件（昭和61年２月22日農林水産省告示

第284号。以下「公定規格」という。）に定める菌体りん酸肥料及び

汚泥肥料をいう。 

（２）原料汚泥等とは、（１）の汚泥肥料等の原料となる公定規格の原料

規格第２中 16 の項に掲げる排水処理活性沈殿物並びに原料規格第

３中１の項から４の項までに掲げる下水汚泥、し尿汚泥、工業汚泥

及び焼成汚泥をいう。 

２ 原料汚泥等に含まれる放射性物質の基準 

脱水した原料汚泥等中の放射性セシウム（セシウム 134 及びセシ

ウム 137 の合計量をいう。以下同じ。）濃度が 200 Bq/kg 以下であ

汚泥肥料中に含まれる放射性セシウムの取扱いについて 

１～３ （略） 

４ 汚泥肥料については、下水汚泥等の一部がその原料として利用され

ている実態があることから、放射性物質が含まれる下水汚泥等を肥料

原料として利用する際には、適切な管理措置を講ずる必要がある。 

５ （略） 

別添 

１ 汚泥肥料等の定義 

（１）汚泥肥料とは、肥料の品質の確保等に関する法律に基づく普通肥

料の公定規格を定める等の件（昭和 61 年２月 22 日農林水産省告示

第 284 号）に定める汚泥肥料をいう。 

（２）原料汚泥とは、（１）の汚泥肥料の原料となる汚泥をいい、焼成汚

泥については焼成した汚泥を指し、それ以外については脱水した汚

泥を指す。 

２ 原料汚泥に含まれる放射性物質の基準 

原料汚泥中の放射性セシウム（セシウム 134 及びセシウム 137 の

合計量をいう。以下同じ。）濃度が 200 Bq/kg 以下である汚泥肥料
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ること。ただし、原料汚泥等のうち、原料規格第２中 16 の項ロに掲

げる排水処理活性沈殿物及び原料規格第３中４の項に掲げる焼成汚

泥については、焼成した原料汚泥等中の放射性セシウム濃度が 200 

Bq/kg 以下であるものとする。 

 

３ 対象となる原料汚泥等の排出事業者の地域 

（略） 

 

４ 帳簿の管理 

（１）原料汚泥等の管理 

原料汚泥等の排出事業者及び汚泥肥料等の生産業者は、原料汚泥

等の引渡し及び引受けをしたときは、それぞれ原料汚泥等について

次に掲げる事項を記載した帳簿を作成し、２年間保存すること。た

だし、汚泥肥料等の生産業者においては、当該帳簿の作成に代えて、

原料帳簿（肥料の品質の確保等に関する法律施行規則（昭和 25 年

農林省令第 64 号)第 25 条の２第１項第１号ハからリまでに掲げる

事項を記載した帳簿をいう。）に、次の②、③及び⑥に掲げる事項を

併せて記載する方法により作成することができる。 

なお、原料汚泥等の排出事業者にあっては、原料汚泥等の引渡し

に際して産業廃棄物管理票（マニフェスト）等に放射性セシウム濃

度を記載すること。 

① 原料汚泥等の種類（公定規格の原料規格第２中 16 の項又は原

料規格第３中１の項から４の項までに掲げる原料の種類を記載

すること。） 

② 引渡し又は引受けされた原料汚泥等の用途 

③～⑤ （略） 

は、流通させて差し支えないものとする。 

 

 

 

 

３ 対象となる原料汚泥の排出事業者の地域 

（略） 

 

４ 帳簿の管理 

（１）原料汚泥の管理 

原料汚泥の排出事業者及び汚泥肥料の生産業者は、原料汚泥の引

渡し及び引受けをしたときは、それぞれ原料汚泥について下記に掲

げる事項を記載した帳簿を作成し、２年間保存すること。 

 

 

 

 

なお、原料汚泥の排出事業者にあっては、汚泥の引渡しに際して

産業廃棄物管理票（マニフェスト）等に放射性セシウム濃度を記載

すること。 

① 原料汚泥の種類 

 

 

② 引渡し又は引受けされた汚泥の用途 

③～⑤ （略） 
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⑥ 引渡し又は引受けのあった原料汚泥等の放射性セシウム濃度 

 

（２）汚泥肥料等の管理 

汚泥肥料等の生産業者が汚泥肥料等を引渡ししたときは、当該

生産業者は、以下に掲げる事項について記載した帳簿を作成し、

２年間保存すること。 

① 汚泥肥料等の名称及び登録番号 

②～④ （略） 

⑤ 引き渡した汚泥肥料等に利用されている原料汚泥等の放射性

セシウム濃度 

（削る） 

 

 

 

５ 地方農政局への報告 

原料汚泥等の排出事業者にあっては、４の（１）により作成した

帳簿の写しを月別にとりまとめ、翌月の10日までに、その所在地を

管轄する地方農政局宛て提出すること。 

地方農政局消費・安全部長は、当該報告の内容について月別にとり

まとめの上、農林水産省消費・安全局農産安全管理課宛て送付するこ

と。 

⑥ 引渡し又は引受けのあった原料汚泥の放射性セシウム濃度 

 

（２）汚泥肥料の管理 

汚泥肥料の生産業者が汚泥肥料を引渡ししたときは、当該生産

業者は、以下に掲げる事項について記載した帳簿を作成し、２年

間保存すること。 

① 汚泥肥料の名称及び登録番号 

②～④ （略） 

⑤ 引き渡した汚泥肥料に利用されている原料汚泥の放射性セシ

ウム濃度 

⑥ ⑤の放射性セシウム濃度が 200 Bq/kg を超える場合にあって

は、施用される地域及び当該地域内の農地の放射性セシウム濃

度 

 

５ 地方農政局への報告 

原料汚泥の排出事業者にあっては、４の（１）により作成した帳

簿の写しを月別にとりまとめ、翌月の10日までに、その所在地を管

轄する地方農政局宛て提出すること。 

地方農政局消費・安全部長は、当該報告の内容について月別にとり

まとめの上、農林水産省消費・安全局農産安全管理課宛て送付するこ

と。 

附則 
この通知は令和５年 10月１日から施行する。 


